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バイオチャー関連の取組みが広がる 

国内外でバイオチャー関連の取組みが広がる 

バイオチャーとは、木炭などを土壌改良のために活用する同時に土壌中に

大気中の CO2 を吸収する取組みであり、植林、DACCS、BECCS などともに

大気中の CO2 を除去する取組みとして注目を集めているが、今月は、日本

国内、国外で、バイオチャーに関連する取組みに関する発表が相次いでな

された。 

まず、日本国内の取組みとして、フォレストエナジーの発表があった。同社は、

2 月 3 日に和歌山県新宮市で稼働中の木質バイオマス発電所「新宮フォレ

ストエナジー」で発電の副産物として生産したバイオ炭がスイスの国際機関

Carbon Standard より、日本で初めて European Biochar Certificate (EBC) 

Basic Materials の品質認証を受けたと発表。 

バイオチャーは、J―クレジット制度の対象として認められ、2022 年 6 月 30 日、

和歌山県古座川町で食用バラを生産する株式会社あがらの農地に施用した

上述のバイオ炭は、「バイオ炭の農地施用」方法論に基づく国内初の J―ク

レジットに認定されている。 

フォレストエナジー社は、新たな炭素貯留手段としてバイオ炭の工業利用に

着目し、バイオ炭を配合した建設資材を、パートナー企業各社とともに２０２３

年中の商用化を目指して開発に取組んでいる。 

海外の動向としては、2021 年に創設のフランスのバイオチャーのスタートアッ

プ企業、NetZero 社の発表がある。同社は、熱帯地域の穀物残渣から大規

模にバイオ炭を製造し、炭素除去クレジットを創出するビジネスを目指してお

り、既にカメルーンに実証プラントを持っている。さらに、NetZero 社はブラジ

ル等で大規模バイオ炭工場を建設し、2030 年までに年 200 万トンの CO2 除

去クレジット創出を目指し、大規模なシリーズ A 投資でフランス企業数社から

1100 万ユーロの資金を得たと 2 月７日、発表。NetZero 社は昨年の Global 

Innovative Carbon Projects で 100 万ドルの賞金を得た 15 社の一つである

が、今回の出資を受けて、さらなる事業拡大を目指すことになる。 
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